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ᴫ せ 

 

䛂科学技術指標䛃䛿、ᡃ䛜国の科学技術άືをᐈほⓗ・ᐃ㔞ⓗデータに基䛵䛝、య⣔ⓗにᢕᥱ䛩るた

䜑の基♏㈨ᩱ䛷䛒䜚、科学技術άືを䛂研究開Ⓨ㈝䛃、䛂研究開Ⓨேᮦ䛃、䛂㧗➼教育䛸科学技術ேᮦ䛃、

䛂研究開Ⓨの䜰䜴䝖䝥䝑䝖䛃、䛂科学技術䛸イノベーション䛃の 5 つの䜹䝔䝂䝸ーに分㢮し、⣙ 160 の指標䛷

日本及び主せ国の≧ἣを⾲している。 

本ᴫせ䛷䛿䛂科学技術指標 2021䛃に䛚いて、ὀ┠䛩䜉䛝指標を⤂௓䛩る。 

 

㸯㸬୺せ࡞ᣦᶆࡿࡅ࠾࡟᪥ᮏྥືࡢ 

主せ䛺指標に䛚䛡る日本のືྥ䛿、以下の㏻䜚䛷䛒る。䛚䛚䜐䛽科学技術指標 2020 䛸ྠᵝの㡰఩

䛷䛒る䛜、Top10䠂補正ㄽ文ᩘについて䛿㡰఩を下げ 10 ఩䛸䛺䛳た。日本䛿ከ䛟の指標䛷、⡿国䜔中

国に⥆䛟 3 ఩に఩⨨䛩る䛜、以㝆䛷㏙䜉る䜘䛖にఙび䛸い䛖Ⅼ䛷䛿௚の主せ国䛸ẚ䜉て小䛥い䜒の䛜ከ

い。 

 

䛆ᴫせᅗ⾲ 1䛇 ୺せ䛺ᣦᶆ䛻䛚䛡䜛᪥ᮏ䛾ືྥ 

ᣦᶆ 
᪥ᮏ䛾㡰఩
䛾ኚ໬ 

᪥ᮏ䛾ᩘ್ ഛ ⪃ 

◊✲㛤Ⓨ㈝ 3 ఩䊻3 ఩ 18.0 ඙෇ 1 ఩䠖⡿ᅜ䚸2 ఩䠖୰ᅜ 

௻ᴗ 3 ఩䊻3 ఩ 14.2 ඙෇ 1 ఩䠖⡿ᅜ䚸2 ఩䠖୰ᅜ 

኱Ꮫ 4 ఩䊻4 ఩ 2.1 ඙෇ 1 ఩䠖⡿ᅜ䚸2 ఩䠖୰ᅜ䚸3 ఩䠖䝗䜲䝒 

බⓗᶵ㛵 4 ఩䊻4 ఩ 1.4 ඙෇ 1 ఩䠖୰ᅜ䚸2 ఩䠖⡿ᅜ䚸3 ఩䠖䝗䜲䝒 

◊✲⪅ 3 ఩䊻3 ఩ 68.2 ୓ே 1 ఩䠖୰ᅜ䚸2 ఩䠖⡿ᅜ 

௻ᴗ 3 ఩䊻3 ఩ 50.7 ୓ே 1 ఩䠖୰ᅜ䚸2 ఩䠖⡿ᅜ 

኱Ꮫ 3 ఩䊻3 ఩ 13.6 ୓ே 1 ఩䠖୰ᅜ䚸2 ఩䠖ⱥᅜ 

බⓗᶵ㛵 3 ఩䊻3 ఩ 3.1 ୓ே 1 ఩䠖୰ᅜ䚸2 ఩䠖䝗䜲䝒 

ㄽᩥᩘ(分ᩘ䜹䜴䞁䝖) 4 ఩䊻4 ఩ 6.6 ୓௳ 1 ఩䠖୰ᅜ䚸2 ఩䠖⡿ᅜ䚸3 ఩䠖䝗䜲䝒 

Top10䠂⿵ṇㄽᩥᩘ 
(分ᩘ䜹䜴䞁䝖) 

9 ఩䊻10 ఩ 0.4 ୓௳ 
1 ఩䠖୰ᅜ䚸2 ఩䠖⡿ᅜ䚸3 ఩䠖ⱥᅜ䚸4 ఩䠖䝗䜲䝒䚸5
఩䠖䜲䝍䝸䜰䚸6 ఩䠖䜸䞊䝇䝖䝷䝸䜰䚸7 ఩䠖䜹䝘䝎䚸8
఩䠖䝣䝷䞁䝇䚸9 ఩䠖䜲䞁䝗 

≉チ(䝟䝔䞁䝖䝣䜯䝭䝸䞊)ᩘ 1 ఩䊻1 ఩ 6.2 ୓௳  

䝝䜲䝔䜽䝜䝻䝆䞊 
⏘ᴗ㈠᫆཰ᨭẚ 

6 ఩䊻6 ఩ 0.7 
1 ఩䠖㡑ᅜ䚸2 ఩䠖䝗䜲䝒䚸3 ఩䠖୰ᅜ䚸4 ఩䠖䝣䝷䞁䝇䚸
5 ఩䠖ⱥᅜ 

䝭䝕䜱䜰䝮䝝䜲䝔䜽䝜䝻䝆䞊 
⏘ᴗ㈠᫆཰ᨭẚ 

1 ఩䊻1 ఩ 2.5  

ᒃఫᅜ௨እ䜈䛾ၟᶆฟ㢪ᩘ 
(䜽䝷䝇ᩘ) 

6 ఩䊻6 ఩ 13.2 ୓௳ 
1఩䠖⡿ᅜ䚸2఩䠖୰ᅜ䚸3఩䠖䝗䜲䝒䚸4఩䠖ⱥᅜ䚸5఩䠖
䝣䝷䞁䝇 

 
ὀ䠖 
1)  ᪥ᮏ䛾㡰఩䛾ኚ໬䛿䚸᫖ᖺ䛸䛾ẚ㍑䛷䛒䜛䚹ᩘ್䛿᭱᪂ᖺ䛾್䛷䛒䜛䚹 
2)  ㄽᩥᩘ䛸 Top10䠂⿵ṇㄽᩥᩘ௨እ䛿䚸᪥ᮏ䚸⡿ᅜ䚸䝗䜲䝒䚸䝣䝷䞁䝇䚸ⱥᅜ䚸୰ᅜ䚸㡑ᅜ䛾୺せᅜ䛻䛚䛡䜛㡰఩䛷䛒䜛䚹 
3)  ◊✲⪅ᩘ䛻䛴䛔䛶䚸⡿ᅜ䛾බⓗᶵ㛵䛿 2003 ᖺ௨㝆䚸኱Ꮫ䛿 2000 ᖺ௨㝆䚸◊✲⪅ᩘ䛜Ⓨ⾲䛥䜜䛶䛔䛺䛔䛯䜑㝖䛔䛶䛔䜛䚹䛺䛚䚸⡿ᅜ䛾඲య䛾◊✲

⪅ᩘ䛿 OECD 䛻䜘䜛ぢ✚䜚್䛷䛒䜛䚹 
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２２．．研研究究開開発発費費かからら見見るる日日本本とと主主要要国国のの状状況況  

((11)) 日日本本のの大大学学部部門門やや公公的的機機関関部部門門のの研研究究開開発発費費のの伸伸びびはは他他のの主主要要国国とと比比べべてて小小ささいい。。  

米国の大学部門の研究開発費は主要国の中で 1 番の規模を維持している。中国は 2012 年に日本

(OECD 推計)を上回った。中国の公的機関部門の研究開発費は 2013 年に米国を上回り、2019 年では

主要国の中で 1 番の規模である。ドイツは 2000 年代中ごろから増加傾向にあり、2010 年以降は日本を

上回っている。 

【【概概要要図図表表 22】】  大大学学とと公公的的機機関関部部門門のの研研究究開開発発費費名名目目額額((OOEECCDD 購購買買力力平平価価換換算算))  

((AA))大大学学  ((BB))公公的的機機関関  

 
参照：科学技術指標 2021 図表 1-3-11 参照：科学技術指標 2021 図表 1-3-1 

 

((22)) 日日本本、、ドドイイツツ、、中中国国、、韓韓国国でではは製製造造業業のの重重みみがが大大ききくく、、フフラランンスス、、英英国国でではは非非製製造造業業のの重重みみがが

大大ききいい。。米米国国はは製製造造業業のの重重みみがが大大ききいいがが非非製製造造業業もも一一定定のの規規模模をを持持っってていいるる。。  

最新年の企業部門の研究開発費を見ると、米国は「情報通信業」、日本やドイツは「輸送用機器製造

業」、フランスや英国は「専門・科学・技術サービス業」、中国や韓国は「コンピュータ、電子・光学製品製

造業」が大きな規模を持っている。 

【【概概要要図図表表 33】】  主主要要国国ににおおけけるる企企業業部部門門のの産産業業分分類類別別研研究究開開発発費費  

 
注：（）内の数値は、各国最新年の非製造業の割合。 
参照：科学技術指標 2021 図表 1-3-6 
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㸰㸬◊✲㛤Ⓨ㈝ࡽ࠿ぢࡿ᪥ᮏ࡜୺せᅜࡢ≧ἣ 

(1) ᪥ᮏ䛾኱Ꮫ㒊㛛䜔බⓗᶵ㛵㒊㛛䛾◊✲㛤Ⓨ㈝䛾ఙ䜃䛿௚䛾୺せᅜ䛸ẚ䜉䛶ᑠ䛥䛔䚹 

⡿国の኱学部㛛の研究開Ⓨ㈝䛿主せ国の中䛷 1 ␒のつᶍを⥔ᣢしている。中国䛿 2012 ᖺに日本

(OECD 推ィ)を上ᅇ䛳た。中国の公ⓗᶵ㛵部㛛の研究開Ⓨ㈝䛿 2013 ᖺに⡿国を上ᅇ䜚、2019 ᖺ䛷䛿

主せ国の中䛷 1 ␒のつᶍ䛷䛒る。䝗イ䝒䛿 2000 ᖺ௦中䛤䜝からቑຍഴྥに䛒䜚、2010 ᖺ以㝆䛿日本を

上ᅇ䛳ている。 

䛆ᴫせᅗ⾲ 2䛇 ኱Ꮫ䛸බⓗᶵ㛵㒊㛛䛾◊✲㛤Ⓨ㈝ྡ┠㢠(OECD ㉎㈙ຊᖹ౯᥮⟬) 

(A)኱Ꮫ (B)බⓗᶵ㛵 

 
ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 1-3-11 ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 1-3-1 

 

(2) ᪥ᮏ䚸䝗䜲䝒䚸୰ᅜ䚸㡑ᅜ䛷䛿〇㐀ᴗ䛾㔜䜏䛜኱䛝䛟䚸䝣䝷䞁䝇䚸ⱥᅜ䛷䛿㠀〇㐀ᴗ䛾㔜䜏䛜

኱䛝䛔䚹⡿ᅜ䛿〇㐀ᴗ䛾㔜䜏䛜኱䛝䛔䛜㠀〇㐀ᴗ䜒୍ᐃ䛾つᶍ䜢ᣢ䛳䛶䛔䜛䚹 

᭱新ᖺの企業部㛛の研究開Ⓨ㈝をぢる䛸、⡿国䛿䛂情報㏻ಙ業䛃、日本䜔䝗イ䝒䛿䛂㍺㏦⏝ᶵჾ〇㐀

業䛃、䝣ランス䜔ⱥ国䛿䛂ᑓ㛛・科学・技術䝃ービス業䛃、中国䜔㡑国䛿䛂コン䝢䝳ータ、㟁子・ග学〇ရ〇

㐀業䛃䛜኱䛝䛺つᶍをᣢ䛳ている。 

䛆ᴫせᅗ⾲ 3䛇 ୺せᅜ䛻䛚䛡䜛௻ᴗ㒊㛛䛾⏘ᴗ分㢮ู◊✲㛤Ⓨ㈝ 

 
ὀ䠖䠄䠅ෆ䛾ᩘ್䛿䚸ྛᅜ᭱᪂ᖺ䛾㠀〇㐀ᴗ䛾๭ྜ䚹 
ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 1-3-6 
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㸱㸬◊✲㛤Ⓨேᮦࡽ࠿ぢࡿ᪥ᮏ࡜୺せᅜࡢ≧ἣ 

(1) ᪥ᮏ䛾኱Ꮫ㒊㛛䜔බⓗᶵ㛵㒊㛛䛾◊✲⪅ᩘ䛾ఙ䜃䛿௚䛾୺せᅜ䛸ẚ䜉䛶ᑠ䛥䛔䚹 

኱学、公ⓗᶵ㛵部㛛の中国の研究⪅ᩘのつᶍ䛿኱䛝䛟、䛭のఙび䛿ⴭしい。኱学部㛛䛷䛿、ⱥ国、

日本(FTE䠖研究ᑓᚑ᥮⟬್)䛜中国に⥆いている䛜、ⱥ国の研究⪅ᩘ䛜ቑຍしているのにᑐし、日本䛿

5 ᖺ๓䛸ẚ㍑䛩る䛸 1.5䠂ῶ䛷䛒る。公ⓗᶵ㛵部㛛䛷䛿、䝗イ䝒、日本䛜中国に⥆いている䛜、䝗イ䝒の研

究⪅ᩘ䛜ቑຍഴྥに䛒るのにᑐし、日本䛿 5 ᖺ๓䛸ẚ㍑䛩る䛸 2.5䠂ቑ䛷䛒る。 

䛆ᴫせᅗ⾲ 4䛇 ኱Ꮫ㒊㛛䛸බⓗᶵ㛵㒊㛛䛾◊✲⪅ᩘ䛾᥎⛣ 

(A)኱Ꮫ (B)බⓗᶵ㛵 

 
ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 2-2-10 ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 2-2-1 

 

(2) ᪥ᮏ䛾௻ᴗ䛻䛚䛡䜛㧗ᗘ◊✲ேᮦά⏝ᗘ(◊✲⪅䛻༨䜑䜛༤ኈྕಖᣢ⪅䛾๭ྜ)䛿䚸⡿ᅜ䛸

ẚ䜉䛶ప䛔䚹 

⡿国䛷䛿、䜋䛸䜣䛹の産業䛷研究⪅に༨䜑る༤ኈྕಖᣢ⪅の๭合(㧗ᗘ研究ேᮦά⏝ᗘ)䛜 5䠂を㉸

䛘ている。日本䛿ከ䛟の産業䛷 5䠂ᮍ‶䛸䛺䛳て䛚䜚、⡿国䛸ẚ䜉て㧗ᗘ研究ேᮦのά⏝ᗘ䛜పいഴྥ

に䛒る。 

䛆ᴫせᅗ⾲ 5䛇 ⏘ᴗู䛾◊✲ேᮦ㞟⣙ᗘ䛸㧗ᗘ◊✲ேᮦά⏝ᗘ䛾㛵ಀ

(A)᪥ᮏ(2020 ᖺ) (B)⡿ᅜ(2018 ᖺ) 

ὀ䠖 
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((33)) 日日本本のの女女性性研研究究者者数数のの割割合合はは主主要要国国とと比比べべてて低低いいがが、、新新規規採採用用研研究究者者にに占占めめるる女女性性研研究究

者者のの割割合合はは増増加加ししてていいるる。。  

主要国の女性研究者の全研究者に占める割合は、いずれの国でも企業において、低い傾向にある。

日本の女性研究者数の割合は、いずれの部門においても他国と比較すると低い。日本における新規採

用研究者数の状況を見ると、いずれの部門においても女性の新規採用研究者数の割合は、各部門の

女性研究者割合よりも高い傾向にある。 
 

【【概概要要図図表表 66】】  主主要要国国のの女女性性研研究究者者数数のの部部門門ごごととのの割割合合  【【概概要要図図表表 77】】  日日本本のの男男女女別別新新規規採採用用研研究究者者  

    
参照：科学技術指標 2021 図表 2-1-11 参照：科学技術指標 2021 図表 2-1-18(A) 

 

 

４４．．大大学学生生・・大大学学院院生生かからら見見るる日日本本とと主主要要国国のの状状況況 

((11)) 日日本本のの博博士士号号取取得得者者数数はは減減少少傾傾向向ににああるる。。  

各国最新年度において、博士号取得者数が最も多いのは米国（9.2 万人）であり、中国（6.1 万人）、ド

イツ(2.8 万人)と続いている。日本は 1.5 万人である。2000 年度（中国は 2005 年度）と最新年度を比較

すると 2 倍以上となっているのは韓国、中国、米国、英国である。ドイツとフランスはほぼ横ばいに推移し、

日本については 2006 年度をピークに減少傾向にある。 
 

【【概概要要図図表表 88】】  主主要要国国のの博博士士号号取取得得者者数数のの推推移移  

  
 
参照：科学技術指標 2021 図表 3-4-4(A) 
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((33)) 日日本本のの女女性性研研究究者者数数のの割割合合はは主主要要国国とと比比べべてて低低いいがが、、新新規規採採用用研研究究者者にに占占めめるる女女性性研研究究

者者のの割割合合はは増増加加ししてていいるる。。  

主要国の女性研究者の全研究者に占める割合は、いずれの国でも企業において、低い傾向にある。

日本の女性研究者数の割合は、いずれの部門においても他国と比較すると低い。日本における新規採

用研究者数の状況を見ると、いずれの部門においても女性の新規採用研究者数の割合は、各部門の

女性研究者割合よりも高い傾向にある。 
 

【【概概要要図図表表 66】】  主主要要国国のの女女性性研研究究者者数数のの部部門門ごごととのの割割合合  【【概概要要図図表表 77】】  日日本本のの男男女女別別新新規規採採用用研研究究者者  

    
参照：科学技術指標 2021 図表 2-1-11 参照：科学技術指標 2021 図表 2-1-18(A) 

 

 

４４．．大大学学生生・・大大学学院院生生かからら見見るる日日本本とと主主要要国国のの状状況況 

((11)) 日日本本のの博博士士号号取取得得者者数数はは減減少少傾傾向向ににああるる。。  

各国最新年度において、博士号取得者数が最も多いのは米国（9.2 万人）であり、中国（6.1 万人）、ド

イツ(2.8 万人)と続いている。日本は 1.5 万人である。2000 年度（中国は 2005 年度）と最新年度を比較

すると 2 倍以上となっているのは韓国、中国、米国、英国である。ドイツとフランスはほぼ横ばいに推移し、

日本については 2006 年度をピークに減少傾向にある。 
 

【【概概要要図図表表 88】】  主主要要国国のの博博士士号号取取得得者者数数のの推推移移  

  
 
参照：科学技術指標 2021 図表 3-4-4(A) 
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((22)) 日日本本ににおおけけるる男男性性のの博博士士課課程程入入学学者者数数はは減減少少ししてていいるる。。女女性性のの博博士士課課程程入入学学者者はは長長期期的的にに

増増加加ししてていいたたがが、、過過去去 1100 年年間間はは微微減減ししてていいるる。。  

日本の学部・修士課程・博士課程への入学者数を 4 時点で見ると、女性の学部入学者数は増加、修

士・博士課程の入学者数は 3 時点目（2010 年度）まで増加、4 時点目（2020 年度）では微減している。

男性については、学部及び博士課程入学者数は 2 時点目（2000 年度）まで増加、その後は減少してい

る。特に博士課程入学者数の減少は顕著である。 

 

【【概概要要図図表表 99】】  学学部部・・修修士士課課程程・・博博士士課課程程別別入入学学者者数数（（女女性性とと男男性性））  
 

((AA))女女性性入入学学者者  

 
 

((BB))男男性性入入学学者者  

 
参照：科学技術指標 2021 図表 3-2-7 
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５５．．研研究究開開発発ののアアウウトトププッットトかからら見見るる日日本本とと主主要要国国のの状状況況  

((11)) 日日本本のの論論文文数数はは横横ばばいいでであありり、、他他国国・・地地域域のの増増加加にによよりり順順位位をを下下げげてていいるる。。TToopp1100％％補補正正論論

文文数数でで日日本本のの順順位位低低下下がが顕顕著著ででああるる。。中中国国はは TToopp1100％％補補正正論論文文数数ででもも、、世世界界第第 11 位位ととななっったた。。

論文の生産への貢献度を見る分数カウント法では、日本の論文数(2017-2019 年の平均)は、中、米、

独に次ぐ第 4 位である。日本は Top10％補正論文数では第 10 位である。前年と比べて順位を 1 つ下げ

た。中国は米国を抜き、Top10％補正論文数でも世界第 1 位になった。 

Top10％補正論文数シェアの分野バランスを見ると、日本は、「物理学」、「臨床医学」、「化学」のシェ

アが他分野と比べて高い。米国は、「臨床医学」、「基礎生命科学」、「物理学」のシェアが高い。中国は、

「材料科学」、「化学」、「工学」、「計算機・数学」のシェアが高い。 

【【概概要要図図表表 1100】】  国国・・地地域域別別論論文文数数、、TToopp1100％％補補正正論論文文数数：：上上位位 1100 かか国国・・地地域域((自自然然科科学学系系、、分分数数カカウウンントト法法))  

注： 分析対象は、Article, Review である。年の集計は出版年(Publication year, PY)を用いた。被引用数は、2020 年末の値を用いている。 
参照：科学技術指標 2021 図表 4-1-6 

【【概概要要図図表表 1111】】  主主要要国国のの分分野野毎毎のの論論文文数数シシェェアアとと TToopp1100％％補補正正論論文文数数シシェェアアのの比比較較  

((％％、、22001177--22001199 年年((PPYY))、、分分数数カカウウンントト法法))  

  

注： 分析対象は、Article, Review である。年の集計は出版年(Publication year, PY)を用いた。被引用数は、2020 年末の値を用いている。 
参照：科学技術指標 2021 図表 4-1-10

論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位
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スペイン 1,309 1.8 10 スペイン 2,705 2.6 10 日本 3,787 2.3 10

2017 － 2019年 (PY) (平均)
論文数 論文数 論文数

国・地域名
分数カウント

国・地域名
分数カウント

国・地域名
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全分野
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全分野
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分数カウント

国・地域名
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全分野

0.0

5.0

10.0
化学

材料

科学

物理

学

計算機・

数学

工学

環境・

地球科学

臨床

医学

基礎

生命科学

（（AA))日日本本

論文世界シェア Top10%補正論文世界シェア

0.0

25.0

50.0
化学

材料

科学

物理

学

計算機・

数学

工学

環境・

地球科学

臨床

医学

基礎

生命科学

((BB))米米国国

論文世界シェア Top10%補正論文世界シェア

0.0

25.0

50.0
化学

材料

科学

物理

学

計算機・

数学

工学

環境・

地球科学

臨床

医学

基礎

生命科学

（（CC))中中国国

論文世界シェア Top10%補正論文世界シェア

概

要



概要 

- 6 - 

５５．．研研究究開開発発ののアアウウトトププッットトかからら見見るる日日本本とと主主要要国国のの状状況況  

((11)) 日日本本のの論論文文数数はは横横ばばいいでであありり、、他他国国・・地地域域のの増増加加にによよりり順順位位をを下下げげてていいるる。。TToopp1100％％補補正正論論

文文数数でで日日本本のの順順位位低低下下がが顕顕著著ででああるる。。中中国国はは TToopp1100％％補補正正論論文文数数ででもも、、世世界界第第 11 位位ととななっったた。。  

論文の生産への貢献度を見る分数カウント法では、日本の論文数(2017-2019 年の平均)は、中、米、

独に次ぐ第 4 位である。日本は Top10％補正論文数では第 10 位である。前年と比べて順位を 1 つ下げ

た。中国は米国を抜き、Top10％補正論文数でも世界第 1 位になった。 

Top10％補正論文数シェアの分野バランスを見ると、日本は、「物理学」、「臨床医学」、「化学」のシェ

アが他分野と比べて高い。米国は、「臨床医学」、「基礎生命科学」、「物理学」のシェアが高い。中国は、

「材料科学」、「化学」、「工学」、「計算機・数学」のシェアが高い。 

【【概概要要図図表表 1100】】  国国・・地地域域別別論論文文数数、、TToopp1100％％補補正正論論文文数数：：上上位位 1100 かか国国・・地地域域((自自然然科科学学系系、、分分数数カカウウンントト法法))  

 
 
注： 分析対象は、Article, Review である。年の集計は出版年(Publication year, PY)を用いた。被引用数は、2020 年末の値を用いている。 
参照：科学技術指標 2021 図表 4-1-6 
 

【【概概要要図図表表 1111】】  主主要要国国のの分分野野毎毎のの論論文文数数シシェェアアとと TToopp1100％％補補正正論論文文数数シシェェアアのの比比較較  

((％％、、22001177--22001199 年年((PPYY))、、分分数数カカウウンントト法法))  

  

  

  

  

  

  

  

  
 
 
 
 
注： 分析対象は、Article, Review である。年の集計は出版年(Publication year, PY)を用いた。被引用数は、2020 年末の値を用いている。 
参照：科学技術指標 2021 図表 4-1-10

論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位
米国 202,446 28.3 1 米国 242,115 23.4 1 中国 353,174 21.8 1
日本 62,684 8.8 2 中国 95,939 9.3 2 米国 285,717 17.6 2
ドイツ 50,931 7.1 3 日本 65,612 6.3 3 ドイツ 68,091 4.2 3
英国 50,325 7.0 4 ドイツ 56,758 5.5 4 日本 65,742 4.1 4
フランス 37,436 5.2 5 英国 53,854 5.2 5 英国 63,575 3.9 5
カナダ 24,350 3.4 6 フランス 41,801 4.0 6 インド 63,435 3.9 6
イタリア 24,062 3.4 7 イタリア 35,911 3.5 7 韓国 50,286 3.1 7
ロシア 22,731 3.2 8 カナダ 33,846 3.3 8 イタリア 47,772 2.9 8
中国 19,575 2.7 9 インド 32,467 3.1 9 フランス 44,815 2.8 9
スペイン 16,544 2.3 10 韓国 28,430 2.7 10 カナダ 42,188 2.6 10

論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位 論文数 シェア 順位
米国 30,610 42.8 1 米国 36,196 34.9 1 中国 40,219 24.8 1
英国 5,973 8.4 2 中国 7,832 7.6 2 米国 37,124 22.9 2
ドイツ 4,847 6.8 3 英国 7,250 7.0 3 英国 8,687 5.4 3
日本 4,336 6.1 4 ドイツ 6,265 6.0 4 ドイツ 7,248 4.5 4
フランス 3,532 4.9 5 日本 4,437 4.3 5 イタリア 5,404 3.3 5
カナダ 2,849 4.0 6 フランス 4,432 4.3 6 オーストラリア 4,879 3.0 6
イタリア 2,046 2.9 7 カナダ 3,951 3.8 7 カナダ 4,468 2.8 7
オランダ 1,797 2.5 8 イタリア 3,279 3.2 8 フランス 4,246 2.6 8
オーストラリア 1,628 2.3 9 オーストラリア 2,711 2.6 9 インド 4,082 2.5 9
スペイン 1,309 1.8 10 スペイン 2,705 2.6 10 日本 3,787 2.3 10
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((22)) 日日本本ははパパテテンントトフファァミミリリーー((22 かか国国以以上上へへのの特特許許出出願願))数数ににおおいいてて、、世世界界第第 11 位位をを保保っってていいるる。。中中

国国ののシシェェアア増増加加にに伴伴いい、、「「情情報報通通信信技技術術」」、、「「電電気気工工学学」」ににおおけけるる日日本本ののシシェェアアはは低低下下ししてていいるる。。  

特許出願に着目し、各国・地域から生み出される発明の数を国際比較可能な形で計測したパテントフ

ァミリー数を見ると、1994-1996 年は米国が第 1 位、日本が第 2 位であったが、2004-2006 年、2014-

2016 年では日本が第 1 位、米国が第 2 位となっている。中国は 2014-2016 年で第 5 位であるが、着実

にその数を増やしている。 

技術分野のバランスを見ると、日本は「電気工学」、「一般機器」、米国は「バイオ・医療機器」、「バイオ

テクノロジー・医薬品」、中国では「情報通信技術」、「電気工学」のシェアが高い。10 年前と比較して、中

国のシェアは拡大しているのに対して、日本の「情報通信技術」、「電気工学」のシェアは縮小している。 

 

【【概概要要図図表表 1122】】  主主要要国国・・地地域域別別パパテテンントトフファァミミリリーー数数：：上上位位 1100 かか国国・・地地域域  

 
 
注：パテントファミリーとは優先権によって直接、間接的に結び付けられた 2 か国以上への特許出願の束である。通常、同じ内容で複数の国に出願された

特許は、同一のパテントファミリーに属する。 
参照：科学技術指標 2021 図表 4-2-5 

  

【【概概要要図図表表 1133】】  主主要要国国のの技技術術分分野野毎毎ののパパテテンントトフファァミミリリーー数数シシェェアアのの比比較較  

((％％、、22000044--22000066 年年とと 22001144--22001166 年年、、整整数数カカウウンントト法法))  

 
注：概要図表 12 と同じ。概要図表 13 の項目「バイオ・医薬品」は「バイオテクノロジー・医薬品」の略であり、「情報通信」は「情報通信技術」の略である。 
参照：科学技術指標 2021 図表 4-2-12  
    

数 シェア 順位 数 シェア 順位 数 シェア 順位

米国 28,002 28.4 1 日本 60,827 29.9 1 日本 61,955 26.0 1

日本 26,830 27.3 2 米国 49,259 24.2 2 米国 54,272 22.8 2

ドイツ 16,573 16.8 3 ドイツ 28,459 14.0 3 ドイツ 27,217 11.4 3

フランス 6,194 6.3 4 韓国 18,273 9.0 4 韓国 23,430 9.8 4

英国 5,268 5.4 5 フランス 10,467 5.1 5 中国 23,359 9.8 5

韓国 3,767 3.8 6 英国 8,735 4.3 6 フランス 11,153 4.7 6

イタリア 2,841 2.9 7 台湾 7,957 3.9 7 台湾 10,087 4.2 7

スイス 2,333 2.4 8 中国 7,355 3.6 8 英国 8,581 3.6 8

オランダ 2,102 2.1 9 イタリア 5,146 2.5 9 カナダ 5,168 2.2 9

カナダ 2,072 2.1 10 カナダ 5,139 2.5 10 イタリア 4,790 2.0 10

パテントファミリー数（整数カウント） パテントファミリー数（整数カウント） パテントファミリー数（整数カウント）
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((33)) 各各国国ののパパテテンントトフファァミミリリーーがが最最もも引引用用ししてていいるるののはは米米国国のの論論文文ででああるる。。  

科学と技術のつながりを見るために、パテントファミリー(2009-2016 年の合計)が引用している論文の

情報を用いて分析を行った。日本のパテントファミリーから論文への引用の 29.8％が日本の論文に対す

るものである。しかし、日本のパテントファミリーが最も引用しているのは米国の論文(40.6％)である。いず

れの主要国においても、各国のパテントファミリーが最も引用しているのは米国の論文である。米国にお

いて自国の次に多く引用しているのは英国の論文である(10.2％)。 

中国のパテントファミリーでは自国の論文を引用している割合が、他の主要国に比べて低い傾向がみ

られる(7.8％)。また、パテントファミリーから引用されている中国論文のシェアは、論文数におけるシェア

に比べると小さい。 

  

【【概概要要図図表表 1144】】  主主要要国国間間のの科科学学とと技技術術ののつつななががりり  

 
 

参照：科学技術指標 2021 図表 4-3-4 
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(3) ྛᅜ䛾䝟䝔䞁䝖䝣䜯䝭䝸䞊䛜᭱䜒ᘬ⏝䛧䛶䛔䜛䛾䛿⡿ᅜ䛾ㄽᩥ䛷䛒䜛䚹 

科学䛸技術のつ䛺䛜䜚をぢるた䜑に、䝟䝔ン䝖䝣䜯䝭䝸ー(2009-2016 ᖺの合ィ)䛜ᘬ⏝しているㄽ文の

情報を⏝いて分析を⾜䛳た。日本の䝟䝔ン䝖䝣䜯䝭䝸ーからㄽ文䜈のᘬ⏝の 29.8䠂䛜日本のㄽ文にᑐ䛩

る䜒の䛷䛒る。しかし、日本の䝟䝔ン䝖䝣䜯䝭䝸ー䛜᭱䜒ᘬ⏝しているの䛿⡿国のㄽ文(40.6䠂)䛷䛒る。い䛪

䜜の主せ国に䛚いて䜒、ྛ国の䝟䝔ン䝖䝣䜯䝭䝸ー䛜᭱䜒ᘬ⏝しているの䛿⡿国のㄽ文䛷䛒る。⡿国に䛚

いて⮬国のḟにከ䛟ᘬ⏝しているの䛿ⱥ国のㄽ文䛷䛒る(10.2䠂)。 

中国の䝟䝔ン䝖䝣䜯䝭䝸ー䛷䛿⮬国のㄽ文をᘬ⏝している๭合䛜、௚の主せ国にẚ䜉てపいഴྥ䛜䜏

ら䜜る(7.8䠂)。䜎た、䝟䝔ン䝖䝣䜯䝭䝸ーからᘬ⏝䛥䜜ている中国ㄽ文のシ䜵䜰䛿、ㄽ文ᩘに䛚䛡るシ䜵䜰

にẚ䜉る䛸小䛥い。 

 

䛆ᴫせᅗ⾲ 14䛇 ୺せᅜ㛫䛾⛉Ꮫ䛸ᢏ⾡䛾䛴䛺䛜䜚 

 
 

ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 4-3-4 
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㸴㸬⛉Ꮫᢏ⾡ࡽ࠿ࣥࣙࢩ࣮࣋ࣀ࢖࡜ぢࡿ᪥ᮏ࡜୺せᅜࡢ≧ἣ 

(1) ᪥ᮏ䛾ᢏ⾡㍺ฟධ(ぶᏊ఍♫௨እ)䛾୍␒䛾┦ᡭඛᅜ䞉ᆅᇦ䛿⡿ᅜ䛷䛒䜛䚹⡿ᅜ(㛵㐃఍♫

௨እ)䛻䛴䛔䛶䛿䚸ᢏ⾡㍺ฟ䛿୰ᅜ䚸ᢏ⾡㍺ධ䛿ⱥᅜ䛜୍␒䛾┦ᡭඛᅜ䞉ᆅᇦ䛷䛒䜛䚹 

日本のぶ子会♫以外䛷の技術㍺ฟ㢠䛿、⡿国（2,492 ൨෇）䛜᭱䜒ከ䛟、中国（2,363 ൨෇）䛜⥆いて

いる。技術㍺ධ㢠䛷䛿、⡿国䛜᭱䜒ከ䛟、䜎た、⣙ 6 ๭䛜ぶ子会♫以外䛷のྲྀᘬ（2,503 ൨෇）䛷䛒る。 

⡿国の㛵連会♫以外䛷の技術㍺ฟ㢠䛿、中国（4,513 ൨෇）、日本(3,832 ൨෇)䜈の技術㍺ฟ㢠䛜ከ

い。技術㍺ධ㢠をぢる䛸、㛵連会♫以外䛷䛿、ⱥ国䛜᭱䜒ከ䛟、㛵連会♫䛷䛿日本䛜᭱䜒ከい。⡿国の

技術㍺ධの┦ᡭඛ国・地域の上఩に䛿中国䛿ྵ䜎䜜てい䛺い。 

 

䛆ᴫせᅗ⾲ 15䛇 ᪥ᮏ䛸⡿ᅜ䛾┦ᡭඛᅜ䞉ᆅᇦูᢏ⾡㈠᫆㢠 

 

(A)᪥ᮏ䠄2019 ᖺᗘ䠅

 
(B)⡿ᅜ䠄2019 ᖺ䠅 

ὀ䠖 
1)  ᪥ᮏ䛸⡿ᅜ䛾ぶᏊ఍♫䠄㛵㐃఍♫䠅䛻䛴䛔䛶䛿ᐃ⩏䛜㐪䛖䛾䛷ᅜ㝿ẚ㍑䛩䜛㝿䛻䛿ὀព䛜ᚲせ䛷䛒䜛䚹୧ᅜ䛾㐪䛔䛻䛴䛔䛶䛿௨ୗ䛾䛸䛚䜚䚹 
2)  ᪥ᮏ䛾ᢏ⾡㈠᫆䛾✀㢮䠖䐟≉チᶒ䚸ᐇ⏝᪂᱌ᶒ䚸ⴭ作ᶒ䚸䐠ព໶ᶒ䚸䐡ྛᢏ⾡ୖ䛾䝜䜴䝝䜴䛾ᥦ౪䜔ᢏ⾡ᣦᑟ䠄↓ൾᥦ౪䜢㝖䛟䠅䚸䐢㛤Ⓨ㏵ୖᅜ䛻

ᑐ䛩䜛ᢏ⾡᥼ຓ䠄ᨻᗓ䛛䜙䛾ጤク䛻䜘䜛䜒䛾䜒ྵ䜐䠅 
3)  ᪥ᮏ䛾ぶᏊ఍♫䛸䛿ฟ㈨ẚ⋡䛜 50䠂㉸䛾ሙྜ䜢ᣦ䛩䚹ᖺᗘ䛾್䛷䛒䜛䚹 
4)  ⡿ᅜ䛾ᢏ⾡㈠᫆䛾✀㢮 1)Trademarks, 2)Franchise fees, 3䠅Outcomes of research and development include patents, industrial processes, and trade 

secrets, 4䠅Computer software, 5)Movies and television programming, 6)Books and sound recordings, 7)Broadcasting and recording of live events  
5)  ⡿ᅜ䛾㛵㐃఍♫䛸䛿┤᥋䜎䛯䛿㛫᥋䛻 10䠂௨ୖ䛾ᰴᘧ䛒䜛䛔䛿㆟Ỵᶒ䜢ಖ᭷䛧䛶䛔䜛㛵㐃఍♫➼䜢ᣦ䛩䚹ᖺ䛾್䛷䛒䜛䚹 
ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 5-1-3 
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((22)) 日日本本ののハハイイテテククノノロロジジーー産産業業貿貿易易はは入入超超、、ミミデディィアアムムハハイイテテククノノロロジジーー産産業業貿貿易易はは出出超超ででああるる。。  

ハイテクノロジー産業貿易は、輸出入額ともに「電子機器」が多くを占めている国が多い。貿易収支比

（各国最新年）は、日本、米国は入超、ドイツ、中国、韓国は出超である。ミディアムハイテクノロジー産業

貿易の輸出額（各国最新年）を見ると、日本、ドイツでは「自動車」、米国、韓国では「化学品と化学製

品」、中国では「電気機器」が多くを占める。貿易収支比は、日本、ドイツ、中国、韓国は出超、米国は入

超である。 
 

【【概概要要図図表表 1166】】  主主要要国国ににおおけけるる産産業業貿貿易易額額のの推推移移

((AA))ハハイイテテククノノロロジジーー産産業業  

 
参照：科学技術指標 2021 図表 5-2-3 

((BB))ミミデディィアアムムハハイイテテククノノロロジジーー産産業業  

 
参照：科学技術指標 2021 図表 5-2-5 
 

  

((33)) 日日本本ににおおいいてて、、全全産産業業のの総総付付加加価価値値にに占占めめるる「「電電子子機機器器」」のの割割合合はは減減少少、、「「医医薬薬品品」」はは横横ばば

いい、、「「自自動動車車」」はは増増加加傾傾向向ににああるる。。  

主要国において、全産業の総付加価値に対する「電子機器」、「医薬品」、「自動車」産業の重みを見

ると、「電子機器」では韓国が大きく伸びており、「医薬品」では各国とも横ばいに推移、「自動車」では、

ドイツ、日本、韓国は長期的に増加傾向、英国、米国、フランスは微減または横ばいに推移している。 

【【概概要要図図表表 1177】】  主主要要国国ににおおけけるる総総付付加加価価値値にに対対すするるシシェェアア  

((AA))電電子子機機器器  ((BB))医医薬薬品品  ((CC))自自動動車車  

    
 
注： 
1) 付加価値とは、その国の居住者による総産出（生産物）から中間投入（財貨・サービスを生産するために必要となる、コストとして投入される生産物）を

控除して算出されたもの。 
2) 電子機器産業とは「コンピュータ、電子および光学製品」である。 
参照：科学技術指標 2021 図表 5-2-7    
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(2) ᪥ᮏ䛾䝝䜲䝔䜽䝜䝻䝆䞊⏘ᴗ㈠᫆䛿ධ㉸䚸䝭䝕䜱䜰䝮䝝䜲䝔䜽䝜䝻䝆䞊⏘ᴗ㈠᫆䛿ฟ㉸䛷䛒䜛䚹 

䝝イ䝔䜽ノ䝻䝆ー産業㈠᫆䛿、㍺ฟධ㢠䛸䜒に䛂㟁子ᶵჾ䛃䛜ከ䛟を༨䜑ている国䛜ከい。㈠᫆཰支ẚ

（ྛ国᭱新ᖺ）䛿、日本、⡿国䛿ධ㉸、䝗イ䝒、中国、㡑国䛿ฟ㉸䛷䛒る。䝭デ䜱䜰ム䝝イ䝔䜽ノ䝻䝆ー産業

㈠᫆の㍺ฟ㢠（ྛ国᭱新ᖺ）をぢる䛸、日本、䝗イ䝒䛷䛿䛂⮬ື㌴䛃、⡿国、㡑国䛷䛿䛂໬学ရ䛸໬学〇

ရ䛃、中国䛷䛿䛂㟁Ẽᶵჾ䛃䛜ከ䛟を༨䜑る。㈠᫆཰支ẚ䛿、日本、䝗イ䝒、中国、㡑国䛿ฟ㉸、⡿国䛿ධ

㉸䛷䛒る。 
 

䛆ᴫせᅗ⾲ 16䛇 ୺せᅜ䛻䛚䛡䜛⏘ᴗ㈠᫆㢠䛾᥎⛣

(A)䝝䜲䝔䜽䝜䝻䝆䞊⏘ᴗ 

 
ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 5-2-3 

(B)䝭䝕䜱䜰䝮䝝䜲䝔䜽䝜䝻䝆䞊⏘ᴗ 

 
ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 5-2-5 
 

  

(3) ᪥ᮏ䛻䛚䛔䛶䚸඲⏘ᴗ䛾⥲௜ຍ౯್䛻༨䜑䜛䛂㟁Ꮚᶵჾ䛃䛾๭ྜ䛿ῶᑡ䚸䛂་⸆ရ䛃䛿ᶓ䜀

䛔䚸䛂⮬ື㌴䛃䛿ቑຍഴྥ䛻䛒䜛䚹 

主せ国に䛚いて、全産業の総௜ຍ౯್にᑐ䛩る䛂㟁子ᶵჾ䛃、䛂་⸆ရ䛃、䛂⮬ື㌴䛃産業の㔜䜏をぢ

る䛸、䛂㟁子ᶵჾ䛃䛷䛿㡑国䛜኱䛝䛟ఙびて䛚䜚、䛂་⸆ရ䛃䛷䛿ྛ国䛸䜒ᶓ䜀いに推⛣、䛂⮬ື㌴䛃䛷䛿、

䝗イ䝒、日本、㡑国䛿長ᮇⓗにቑຍഴྥ、ⱥ国、⡿国、䝣ランス䛿ᚤῶ䜎た䛿ᶓ䜀いに推⛣している。 

䛆ᴫせᅗ⾲ 17䛇 ୺せᅜ䛻䛚䛡䜛⥲௜ຍ౯್䛻ᑐ䛩䜛䝅䜵䜰 

(A)㟁Ꮚᶵჾ (B)་⸆ရ (C)⮬ື㌴ 

  
 
ὀ䠖 
1)  ௜ຍ౯್䛸䛿䚸䛭䛾ᅜ䛾ᒃఫ⪅䛻䜘䜛⥲⏘ฟ䠄⏕⏘≀䠅䛛䜙୰㛫ᢞධ䠄㈈㈌䞉䝃䞊䝡䝇䜢⏕⏘䛩䜛䛯䜑䛻ᚲせ䛸䛺䜛䚸䝁䝇䝖䛸䛧䛶ᢞධ䛥䜜䜛⏕⏘≀䠅䜢

᥍㝖䛧䛶⟬ฟ䛥䜜䛯䜒䛾䚹 
2)  㟁Ꮚᶵჾ⏘ᴗ䛸䛿䛂䝁䞁䝢䝳䞊䝍䚸㟁Ꮚ䛚䜘䜃ගᏛ〇ရ䛃䛷䛒䜛䚹 
ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 5-2-7  
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(4) ᪥ᮏ䛿ᢏ⾡䛻ᙉ䜏䜢ᣢ䛴䛜䚸䛭䜜䜙䛾᪂〇ရ䜔᪂䛯䛺䝃䞊䝡䝇䜈䛾ᑟධ䛸䛔䛖ᙧ䛷䛾ᅜ㝿ᒎ

㛤䛜௚䛾୺せᅜ䛸ẚ䜉䛶ᑡ䛺䛔ྍ⬟ᛶ䛜䛒䜛䚹 

国境を㉺䛘たၟ標ฟ㢪ᩘ䛸≉チฟ㢪ᩘについて、ேཱྀ 100 ୓ே当た䜚の್䛷ẚ㍑䛩る䛸、᭱新ᖺ䛷

ၟ標ฟ㢪ᩘ䜘䜚䜒≉チฟ㢪ᩘ䛜ከい国䛿、日本の䜏䛷䛒る。㡑国、ⱥ国、䝗イ䝒について䛿 2002䡚2018

ᖺにか䛡て、ၟ標のฟ㢪ᩘを኱䛝䛟ቑຍ䛥䛫た。 

⡿国䜈のၟ標ฟ㢪に䛚䛡る䝙ース国㝿分㢮䜽ラスに䜘る産業分㢮のᵓ成を䜏る䛸、日本䛿䛂໬学⸆

ရ䛃、䛂㍺㏦䛸䝻䝆ス䝔䜱䜽ス䛃に㛵䜟るၟ標ฟ㢪䛜ከい。中国について䛿䛂ᐙᗞ⏝ᶵჾ䛃、䛂䝔䜻スタイ䝹–

⾰㢮䛸䜰䜽セ䝃䝸ー䛃に㛵䜟るၟ標ฟ㢪䛜ከい。 

 

䛆ᴫせᅗ⾲ 18䛇 ᅜቃ䜢㉺䛘䛯ၟᶆฟ㢪䛸≉チฟ㢪(ேཱྀ 100 ୓ேᙜ䛯䜚) 

 

䛆ᴫせᅗ⾲ 19䛇 ୺せᅜ䛛䜙⡿ᅜ䜈䛾ၟᶆฟ㢪䛻䛚䛡䜛䝙䞊䝇ᅜ㝿分㢮䜽䝷䝇䛻䜘䜛⏘ᴗ分㢮䛾ᵓ成(≉໬ಀᩘ)

 

ὀ䠖 
1)  䝙䞊䝇ᅜ㝿分㢮䛸⏘ᴗ分㢮䛾ᑐᛂ⾲䛿 WIPO, “World Intellectual Property Indicators 2020䇿䛾䇾Annex B. Composition of industry sectors by Nice 

goods and services classes䇿䜢ཧ↷䛧䛯䚹᪥ᮏㄒヂ䛿⛉Ꮫᢏ⾡䞉Ꮫ⾡ᨻ⟇◊✲ᡤ䛜௬ヂ䛧䛯䚹 
2)  䝬䝗䝸䝑䝗ไᗘ䜢฼⏝䛧䛯ᅜ㝿Ⓩ㘓䛾ฟ㢪䠄ᅜ㝿ฟ㢪䠅䛸┤᥋ฟ㢪䛷䛒䜛䚹 
3)  䜽䝷䝇ᩘ䜢ィ 䛧䛶䛔䜛䚹⡿ᅜ䜈䛾඲ฟ㢪䠄䜽䝷䝇ᩘ䠅䛻䛚䛡䜛⏘ᴗ分㢮䛾ᵓ成䜢ᇶ‽䛸䛧䛶䚸䛭䜜䛸ẚ䜉䛯≉໬ಀᩘ䜢♧䛧䛶䛔䜛䠄≉໬ಀᩘ䠙ྛᅜ

䛛䜙⡿ᅜ䜈䛾ၟᶆฟ㢪䛻䛚䛡䜛⏘ᴗ分㢮 A(౛䠖ᐙᗞ⏝ᶵჾ)䛾ᵓ成ẚ/඲ୡ⏺䛛䜙⡿ᅜ䜈䛾ၟᶆฟ㢪䛻䛚䛡䜛⏘ᴗ分㢮 A 䛾ᵓ成ẚ䠅䚹2017䡚
2019 ᖺ䛾ྜィ್䜢౑⏝䛧䛶䛔䜛䚹 

ཧ↷䠖⛉Ꮫᢏ⾡ᣦᶆ 2021 ᅗ⾲ 5-3-4(C) 
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ὀ䠖 
1) * ᅜቃ䜢㉺䛘䛯ၟᶆᩘ(Cross-border trademarks)䛾ᐃ⩏䛿

OECD,“Measuring Innovation: A New Perspective䇿䛻ᚑ䛳
䛯䚹ලయⓗ䛺ᐃ⩏䛿௨ୗ䛾䛸䛚䜚䚹 
᪥ᮏ䚸䝗䜲䝒䚸䝣䝷䞁䝇䚸ⱥᅜ䚸㡑ᅜ䛾ၟᶆฟ㢪ᩘ䛻䛴䛔䛶
䛿⡿ᅜ≉チၟᶆᗇ䠄USPTO䠅䛻ฟ㢪䛧䛯ᩘ䚹 
⡿ᅜ䛾ၟᶆฟ㢪ᩘ䛻䛴䛔䛶䛿䐟䛸䐠䛾ᖹᆒ್䚹 
䐟 Ḣᕞ㐃ྜ▱ⓗ㈈⏘ᗇ(EUIPO)䛻ᑐ䛩䜛᪥ᮏ䛸⡿ᅜ䛾ฟ

㢪ẚ⋡䜢ᇶ䛻⿵ṇ䜢ຍ䛘䛯⡿ᅜ䛾ฟ㢪ᩘ䠙䠄⡿ᅜ䛜
EUIPO 䛻ฟ㢪䛧䛯ᩘ/᪥ᮏ䛜 EUIPO 䛻ฟ㢪䛧䛯ᩘ䠅㽢
᪥ᮏ䛜 USPTO 䛻ฟ㢪䛧䛯ᩘ䚹 

䐠 ᪥ᮏ≉チᗇ(JPO)䛻ᑐ䛩䜛Ḣᕞ䛸⡿ᅜ䛾ฟ㢪ẚ⋡䜢ᇶ
䛻⿵ṇ䜢ຍ䛘䛯⡿ᅜ䛾ฟ㢪ᩘ䠙(⡿ᅜ䛜 JPO 䛻ฟ㢪䛧
䛯ᩘ/EU15 䛜 JPO 䛻ฟ㢪䛧䛯ᩘ)㽢EU15 䛜 USPTO 䛻
ฟ㢪䛧䛯ᩘ䚹 

2) ** ᅜቃ䜢㉺䛘䛯≉チฟ㢪ᩘ䛸䛿୕ᴟ䝟䝔䞁䝖䝣䜯䝭䝸䞊(᪥
⡿Ḣ䛻ฟ㢪䛥䜜䛯ྠ୍ෆᐜ䛾≉チ)ᩘ(Triadic patent 
families)䜢ᣦ䛩䚹 
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科学技術指標䛿、ẖᖺห⾜して䛚䜚、䛭の᫬Ⅼ䛷の᭱新್を⤂௓している。ཎ๎䛸してẖᖺデータ更

新䛥䜜、᫬⣔ิのẚ㍑䛒るい䛿主せ国㛫のẚ㍑䛜ྍ⬟䛺㡯┠を཰㞟している。 

 

ㄽᩥ䞉≉チ䝕䞊䝍䝧䞊䝇䛻䛴䛔䛶ᙜ◊✲ᡤ⊂⮬䛾分ᯒ䛾ᐇ᪋ 

ㄽ文データについて䛿、䜽ラ䝸ベイ䝖♫ Web of Science XML の書ㄅデータを⏝いて、当研究所䛷⊂⮬

の㞟ィをし、分析している。䜎た、㞟ィ方ἲ䜒ヲ⣽にグ㍕し、ㄝ᫂している。 

≉チ㛵連の指標の䛖䛱、䝟䝔ン䝖䝣䜯䝭䝸ーのデータについて䛿、PATSTAT(Ḣᕞ≉チ庁の≉チデータ

ベース)の書ㄅデータを⏝いて、当研究所䛷⊂⮬の㞟ィをし、分析している。䜎た、㞟ィ方ἲ䜒ヲ⣽にグ

㍕し、ㄝ᫂している。 

 

ᅜ㝿ẚ㍑䜔᫬⣔ิẚ㍑䛾ὀពႏ㉳䝬䞊䜽䛾ῧ௜ 

ᚲせにᛂ䛨、䜾ラ䝣に䛂国㝿ẚ㍑ὀព䛃       䛂᫬⣔ิὀព䛃      䛸い䛖ὀពႏ㉳䝬ー䜽をῧ

௜して䛒る。ྛ国のデータ䛿基本ⓗに䛿 OECD の䝬䝙䝳䜰䝹➼に‽ᣐした䜒の䛷䛒る䛜、実㝿に䛿デー

タの཰㞟方ἲ、ᑐ㇟⠊ᅖ➼の㐪い䛜䛒䜚、ẚ㍑にὀពし䛺䛡䜜䜀䛺ら䛺いሙ合䛜䛒る。この䜘䛖䛺ሙ合、

䛂国㝿ẚ㍑ὀព䛃䝬ー䜽䛜ついている。䜎た、᫬⣔ิについて䜒、⤫ィの基‽䛜ኚ䜟る䛺䛹に䜘䜚、ྠ䛨᮲

௳䛷⥅⥆してデータ䛜ྲྀら䜜て䛚ら䛪、ቑῶഴྥ䛺䛹のุ᩿にὀព䛩るᚲせ䛜䛒る䛸⪃䛘ら䜜るሙ合に

䛿䛂᫬⣔ิὀព䛃䛸い䛖䝬ー䜽䛜ついている。䛺䛚、ලయⓗ䛺ὀពⅬ䛿ᅗ⾲のὀグにグ㏙して䛒るの䛷ཧ

↷䛥䜜たい。 

 

⤫ィ㞟(ᮏሗ࿌᭩࡟ᥖ㍕ࢱ࣮ࢹ್ᩘࡢࣇࣛࢢࡓࡋ)ࢻ࣮ࣟࣥ࢘ࢲࡢ 

本報告書にᥖ㍕した䜾ラ䝣のᩘ್データ䛿、以下の URL ཪ䛿 2 ḟඖ䝞ーコー䝗から䝎䜴ン䝻ー䝗䛷䛝

る。 

https://www.nistep.go.jp/research/indicators 

本⦅中のᅗ⾲の下に♧しているཧ↷䛸䛿、⤫ィ㞟に䛚䛡る⾲␒ྕを♧している。 
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